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至っていない。その背景には,伴 奏は完成 された音楽作品の一部であり,演 奏者や指導者が恣
意に編曲,改 作することは邪道であり,原 作の意図を曲解 しかねないとする原典尊重の考えが
潜在 しているように思われる。 しかしながら,現 行の教科に使われている伴奏の多 くは様々な
形態に書き改められている。また,教 科書出版に当って,文 部省の指示する必修の共通教材にど
のような伴奏を付けるかは,多 くの教科書出版社が競 って工夫を凝 らすところで もある。教科
書の補助としての指導書の付録に簡易な伴奏か ら原曲に近いものまで,奏 法上の難易を考慮 し










安易な伴奏形態が氾濫するなかで,伴 奏そのものの音楽的意味,つ まり,そ の音楽の表現内
容に不可欠な要素としての伴奏本来の意味を問い直す必要があろう。本稿は,ま ず伴奏の音楽




伴奏形態は音楽文化圏や,そ の時代の音楽様式そのものと深 く関わっているが,伴 奏という





的な音響現象を即,伴 奏 と見做すのは疑義が生 じるであろう。本研究は伴奏という概念を音楽
構造の中に明確に成熟させていったヨーロッパ音楽の時代様式として捉えたい。
伴奏形態の分類に当っては,音 楽作品の一部を形成する伴奏そのものも,創 造的な領域に属
し,作 家の個性的表出度が高 く,オ リジナ リティを有するが故に,研 究の究極は作家研究に依
存 しなければならなくなる。しか し本研究の伴奏形態の分類という主旨からは,個 々の作家論











創作曲以外の民衆的舞曲には舞曲特有の リズムを打楽器が受け持 った り,他 の楽器で主旋律
を支えたり,補 充 したものは多く散在 している。民衆によって伝承された舞曲の演奏に見 られ
る伴奏その ものが,ホ モフォニー音楽の普及後,
後世の伝承者によって徐々に編作されたとも考
え られ,そ の舞曲成立時に,現 行の伴奏形態が
存在 していたと断定することはできない。 しか
し,元 来舞曲自体が保持 している特有の リズム





伴奏様式を明確に確立させていった要因としては,ホ モフォニー様式の台頭 と相俟 って,器
楽様式の成立条件に深 く関 っていると考え られる。ホモフォニックな楽器様式が充実 していく
のは十七世紀以降であるが,器 楽の黎明期には世俗的な舞曲が中心であり,時 には多声合唱曲
の模倣をして,様 々な方法で試行錯誤的状況を呈 し,そ の後,ポ リフォニーからホモフォニー
への過渡期に至 って伴奏的機能が明確にな ってい った。
④コラール的形態(和 音伴奏形態)
ホモフォニー様式は主旋律の重視に傾き,声 部進行の尊重や,各 声部の独立性,そ の対立性
は希薄になる。譜例4は コラール旋律 に和声的充填を施 したものであるが,主 旋律声部に重点
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を置き,他 の声部は伝統的な四声部書法をとって
いるものの,各 声部の独立性や,対 位法的性格は





















ラ ー ル 伴 奏 形 態 と 名 付 け 分 類 す る 。
(註 一)ArnoldSchoenberg
のModelsforbeginnersin
Compositionの 著 者 は この種














く,両 者が対等に機能する構造を持つ ものである。(譜 例6)
◎半対位法的形態






































の拡 大 や 分割,あ る い は拍 の倒 置(Syncopation)な どが あ る。譜 例10は 独 唱 声部 の拍 節 的な
分割 に 対 し,伴 奏 声 部 は半 拍 つ れ の倒 置 的拍 節 法 が と られ て い る。
㊦分 散 和 音 的 形 態
伴 奏 様 式 を華 麗 に飾 って い ったの は 分散 和 音(arpeggio)の 出 現 で あ る。 和音 の 分散 的使 用
は三 和 音 形 成 過 程 で 多 くの楽 曲 の 中 で散 見 され る が,伴 奏 形 態 と して初 め て 使用 した の は ア ル
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譜例10
はか ったのはロマン派の作曲家たちであった。

















⑭ 定 形 リズ ムを持 つ形 態
ワ ル ツ,ガ ボ ッ ト,マ ズ ル カ,メ ヌ
エ ッ ト,行 進 曲,ポ ル カ,あ るい は通
俗 的 な マ ンボ,ビ ギ ン,タ ンゴ,ロ ッ
ク,チ ャチ ャチ ャな ど,そ の舞 曲 や楽
曲特 有 の リズ ム を伴奏 形 態 に 取 り入 れ
た もの を定 形 リズ ムを 持 つ 形 態 と して
分 類 す る。譜 例14は ポ ロ ネ ー ズの 定形
リズ ム を伴 奏 形 態 に して い る一 例 で あ
り,特 徴 的 な リズ ム形 を伴 奏 に用 い る
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諸井誠:あ る種 のバ ガテル(北 園克衛作詞)よ り
は十二音技法が適応されているものの,伴 奏の曲想は軽 く,洒 落た零囲気を醸成している。こ
れらは性格的形態の一例にすぎない。
伴奏はその演奏媒体によって書法は異な り,形 態にも多少差異が生 じることは確かである。
しか しなが ら,合 奏伴奏 とピアノ伴奏では伴奏書法において相違があるものの,音 楽構造上か
ら見た場合,演 奏媒体の性能や制約によって規制を受けることはあって も,本 質的な構造性に
は変わ りはない。本稿は不用な推論の複雑 さを避けるために,鍵 盤楽器の伴奏形態に限定 して
いるが,他 の演奏媒体にも通用するものである。分類 した伴奏形態を構造的観点で分析 し,要
約すると次頁の図表(一)の ようになる。'
図表(一)の 縦軸は音構成の垂直的側面(音 の同時性の現象),横 軸は音の時間性を図解標









3.共 通教材(小 学校)の 伴奏形態
小学校音楽科の共通歌唱教材で用いられている伴奏形態はどのようなものか,そ の構造を分
析 し.そ の傾向を明 らかにすることは伴奏教材のあり方を究明する一助 となろう。共通教材に
用い られている伴奏形は教科書出版社によって異なるため,本 稿では代表的な四社(以 下AB
CD社)を 選択し,学 習指導要領が規定する全学年通 して計18曲 が分析の対象となる。
まず用いられている伴奏形を前記の様式分類によって分析 し,そ の様式の傾向を明 らかにす
ると表(二)の ようになる。
伴奏自体,そ の楽曲に固有のものであり,原 曲伴奏(あ るいは原曲伴奏に匹敵するまでに定
着 してきた もの)そ のままを採用していることが多いが,新 しく伴奏編曲の手が加え られたも
のもある。共通教材に見 られ る伴奏形態の傾向としてはコラール形態が最も多 く,拍 節的形態,
アルベルティ・バス形態のものが数曲あるに過ぎない。コラール形態を中心に三種の伴奏形態
が用い られ,コ ラール形態の変化としては拍節二分割による刻みや,コ ラール声部の内部変換








る和音の種類,及 びその転回指数,リ ズム形態,分 散和音の構成方法を曲ごとに明 らかに した
ものである。分散和音形態を含まない伴奏は横線で示した。
和音の醺 は主要三和音の外に副Vの 和音(昌
,畢,表3の ○印)三 勸 ・使楓VI
⊂]印),皿7の 和 音(口 印),12-Vの 終 止,第 二転 回 和音 等 もか な り厳 格 な和 声 法 に 基 づ い
て い る と言 え る。 リズ ム形 と分 散 和 音 形 態 はか な り類 型 的 な もの が 多 く,そ の 変 化 が 乏 しい の
も,原 曲 そ の ものが コ ラ ール様 式 が 多 い こ とに も起 因 す るよ うに推 察 さ れ る。 この 点,豊 か な
音 楽 体 験 を もた ら し,児 童 の心 情 を踏 まえ て,真 に 児童 の創 造 性 を 開発 す る ため には,伴 奏形
態 を 含 めて 現 行 の教 材 の研 究 を深 め,改 善 策 を思考 して い く必要 が あ ろ う。
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表2











ひ の ま る 文部省唱歌 0 0 0 0 拍節的(4声)形 態
2
年
(か くれんぼ) わ らべ うた 一 一 一 一
夕 や け こや け 草川 信 O 0 G O 拍節的(4声)2分
割形態
春 が き た 文部省唱歌 0 O 0 O




春 の 小 川 文部省唱歌 0 O 0 0 拍節的形態(二 声部の内部変換修飾)
(う さ ぎ) 日本 古謡 一 一 一 一







(さ く らさ く ら)・ 日本 古謡 一 一 一 一

























ア ル ベ ル
テ ィ ・バ
ス形 態
(メ ロ デ ィ
含 む)
原 曲 不 詳
5
年
(子 も り歌) 日本 古 謡 一 一 一 一








ス キ ー の 歌 文部省唱歌 0 0 0 0
コラール(4声)形 態




お ぼ ろ 月 夜 文部省唱歌 0 0 0 O
コ ラー ル(3・4声)
形 態
か りが わ た る 文部省唱歌 0 O O 0
コラール(4声)形 態
(下総△一編 曲)
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表(三)
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(註)
和音の表示方法 は
和声1、H、 皿
(音楽之友社発行)で
使 われている
和音記号 を使 った。
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